
［５］地域再生に係る事業 

事 業 名 情報発信事業 実施年数 １８年目 

事業期間 開始：平成２１年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

地域活動や身近な生活情報を発信し、地域の活性化や地域づくりに役立てること

を目的とする。 

事業内容・手段 

（１）情報発信ツール（ホームページ・インスタグラム公式ＬＩＮＥ）の 

管理運営  

・各部会や地域団体のイベント等をその都度ＳＮＳに掲載する 

 

（２）地縁団体の活動内容紹介や地域づくりの広報活動を推進 

 

（３）広報誌の発行 

   ・定期発行  ６月：事業計画 ３月：まちづくり活動報告 

   ・発行部数  ５,１００部   

・内  容 ①各事業や活動内容の周知、各種団体、各地区イベント等の告知 

         ②広報誌配布は自治会の月初めの回覧に合わせる 

   ・配布先  各自治会（全戸配布） 

 

事 業 費  437,000円 

対 象 者 地域住民 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

  

 各部会のイベントや事業について、これまでのＳＮＳ発信以外にも必要に 

応じて小中学校のマチコミ等にも情報提供し、さらに情報発信に力を入れ 

ていく 

 

 

 

 



 地域教育に係る事業 

事 業 名 地域と学校連携事業 実施年数 ８年目（R1～R4中止） 

事業期間 開始：平成２７年度 終了：なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

地域と学校・PTA がお互いの連携を深め、子ども達が安心して健やかに育つ環境

づくりを目指す。 

小中学生が地域住民との交流を通じて住吉の良さを認識する。 

 

事業内容・手段 

（１）小中学校の取り組みを支援する 

〇住吉小学校  

各学年の「生活科」及び「総合的な学習の時間」への活動支援 

〇住吉南小学校 

 地域に関する取り組みへの支援 

〇住吉中学校 

「総合的な学習の時間」への活動支援 

 

（２）応募による中学生のまちづくりボランティアグループの編成 

  ・各部会のイベント等にボランティア隊として参加 

事 業 費 50,000円  

対 象 者 地域住民、小中学生など 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

 

・“地域の子どもは地域が守り育てる”という目標を持って、学校と地域社会が連

携して取り組み、子供たちに活動を通じて住吉の良さを認識してもらう 

 

・小中学校ともに、総合的な学習の時間で地域に関する学びの時間が増えてきた

為、まちづくり推進委員会が地域の窓口となり各地域団体や各部会の協力を得

て支援を行う 

 



その他の事業 

事 業 名 まちづくり推進運営事業 実施年数 １年目 

事業期間 開始：令和 8年度 終了： なし 

目  的 

（期待される効果） 

 

住民主体のまちづくりを進めるための研修、意見交換等を行う。 

地域まちづくり推進委員会の円滑な運営を行う。 

事業内容・手段 

 

（１）まちづくり事業の報告会 

（２）必要に応じて各種団体との意見交換会の実施 

（３）まち推の運営全般に必要な備品や消耗品等の購入、リース契約 

（４）事務局を設置し、事務局員を雇用する。 

（５）部会員への活動費、役員報酬、事務局員給与を支払う。 

 

事 業 費 5,128,000円     

対 象 者 地域住民、まちづくり推進委員会部会員、役員、事務局員等 

創意工夫・改善点等 

＜創意工夫点、昨年度から改善した点等＞ 

  

まちづくり推進事業とまちづくり事務局運営事業を併合した。 

研修や報告会を行い、推進委員のスキルアップを目指す。 

 

 

 

 


